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解決していくことの重要性を改めて認識しまし
た．また，実臨床データを用いた研究の難しさと，
それにも関わらず得られる成果の大きさを実感し
ました．そして，何よりも，患者さんのために，
より良い医療を提供したいという思いが，研究を
続ける上での大きな原動力となることを学びまし
た．

今後の展望
今回の学位研究で得られた成果は，今後の医療

薬学の発展に貢献できるものと考えています．今
後は，これらの成果を実臨床に還元し，患者さん
一人一人に最適な薬物治療を提供できるよう，さ
らなる研究に取り組んでいきたいと考えていま

す．また，薬剤師として，臨床現場での疑問を大
切にし，研究マインドを持って日々の業務に取り
組むことで，医療の質の向上に貢献していきたい
と考えています．

本研究に際して，御指導と激励を賜りました元
北海道科学大学 佐藤秀紀教授に謹んで深甚なる
感謝の意を表します．また，本研究の遂行にあた
り，温かい御支援，御協力，多くの御理解をいた
だきました恵愛会札幌南三条病院ならびに国立病
院機構北海道がんセンターの皆様に心より感謝い
たします．最後に，北海道科学大学大学院特別研
究生での生活を，多大なる理解を持って陰ながら
支えてくれた家族に心から感謝致します．


